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「ふるさとを愛し
明るい未来を切り拓く

子どもの育成」

「かしこく ゆたかに たくましく」

－令和４年度 「卒業証書授与式」－ 卒業おめでとう！

３月１５日（水）に「卒業証書授与式」が行われました。今年度は、コ

ロナウイルス感染症の状況を考慮しながらも、在校生（４・５年生）が参

加して執り行うことができました。卒業生もマスクなしを基本として、晴

れやかな表情で卒業証書を受け取ることができうれしく思いました。

これまで、今年度も運動会・フェスティバル・修学旅行など、コロナ禍

による影響もある中、やさしさ一杯のお兄さん・お姉さんとして、これま

で学校の先頭に立ち後輩の面倒を見ながら本当によく頑張ってくれました。

学習面や生活面、運動面、文化面など、すべての場面で

全校の模範となる立派な６年生でした。中学校でも、あ

りったけの自分を出し切って、自分らしく輝いてほしい

と思っています。繰り返しになりますが、卒業おめでと

うございます。

また、卒業の記念に卒業生一人一人からのメッセージ

入りの「思い出ブック」や花束などもいただきました。

保護者の皆さまのお心遣いに心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。

さらに、手芸クラブでもお世話になった冨樫道子さん

より交通安全のお守りとして手作りの花飾りをいただき

ました。この場をお借りして、ご紹介と共にお礼申し上

げます。



おめでとう！-功績の紹介-

◇ 第１5回 『税に関する絵はがきコンク－ル

［秋田県法人会連合会 入賞 及び（本荘
法人会 優秀賞）］

工藤（６年）、佐藤（６年）、
眞坂（６年）、三浦（６年）

◇ ２０２２年度本荘由利地区
ミニバスケットボール新人大会

［男子］第３位 ［女子］第３位

◇ 第３７回本荘由利クラブ対抗卓球大会

［小中女子３部］第３位

4月（卯月・Ａｐｒｉｌ）の主な行事予定
５日(水) 開校記念日（3/22～4/5 春季休業）
６日(木) 新任式、始業式
７日(金) 入学式
11日(火) スポ少入団式
12日(水) 身体測定
13日(木) 任命式、PTA役員紙上投票
14日(金) ５年知能検査、１年生給食開始
17日(月) 視力検査、総合学力調査
18日(火) 全国学力学習状況調査（６年生）
19日(水) 市春季教職員研修会
25日(火) ＰＴＡ授業参観、ＰＴＡ運営委員会
27日(木) １年生こんにちは集会
29日(土) 昭和の日、（PTAｸﾞﾗﾝﾄﾞ奉仕作業？ 予定）

令和４年度 「修了式」 －１年間ありがとうございました－

本日、３月２０日（月）は令和４年度「修了式」でした。１５日に卒業式を終え、次は在校生の皆さん

が子吉小学校の伝統を引き継ぎ頑張る番です。５年生をリーダーとして、みんなで力を合わせて、さらに

子吉小学校を発展させてほしいと思います。

令和４年度もコロナ禍の影響は否めない状況にはありましたが、１つ１つの行事はもちろん、日常の学

校生活もどうにか充実した形で終えることができました。これも保護者の皆さまのご理解とご協力のお陰

と心より感謝しております。最後になりますが、本日の「修了式」の校長あいさつを掲載させていただき、

最後のあいさつとさせていただきます。今年度１年間、本当にありがとうございました。

今日は、今年度の終わりの日です。今、各学年の代表の人に「修了証」を渡しました。みなさん全員が、１年間の

学習で身につけたこと、運動などで体を鍛えたこと、元気に学校に来ることができたことなどを認め、「進級」を証

明するのが「修了証」です。ですから、みなさんは４月から１つ学年が上がります。この後、教室で大切な「修了証」

が渡されますが、胸を張って担任の先生から受け取ってください。

さて、今年度のスタートの始業式では、頑張ってほしいこととして、「凡事徹底」の言葉をお話ししました。「凡事」

とは「当たり前のこと」という意味でした。また、「徹底」とは「続けて頑張る」ということです。つまり、「凡事徹

底」とは、「当たり前のことを当たり前に、続けて頑張る」ということになります。『当たり前のこと』として、「元

気に学校に来ること」、「あいさつをしっかりすること」、「授業に真剣に取り組むこと」、「宿題を忘れずにやってくる

こと」などをあげてお話ししました。こうした例からは、「なんだ、簡単なことじゃないか。」と感じた人も多くいた

かもしれません。しかし、「徹底すること」、つまりは「続けること」となると急にそうとう難しいことになります。

みなさんは、今年度１年、いろいろなことに対して「凡事徹底」できたでしょうか。

現在、大盛り上がりで行われている、ＷＢＣ（ワールド・ベースボール・クラシック）では、大谷翔平選手が大活

躍しています。今では世界でも超一流の大谷選手ですが、今でも大切にしていることに「父の３つの教え」があるそ

うです。３つの教えの一つ目は「大きな声を出して、元気よくプレイすること」、二つ目は「キャッチボールを一生

懸命、練習すること」、そして、三つ目は「一生懸命、走ること」だそうです。私は、世界を舞台に大活躍の大谷選

手が「今でも大事にしている教え」と言うからには、もっともっと専門的で、あるいは、かなり難しい教えなのかと

想像していました。しかし、この３つの教えはどれも野球に向かう基本姿勢であり、野球を志す者にとっては、言わ

ば「当たり前のこと」ではないかと感じました。大谷選手であっても、この「当たり前の」教えを大切にして努力し

続けているということを知り感動しました。

このことから、私は、例えば進級しても、進学しても、もちろん、社会に出たとしても、「当たり前のことを当た

り前に、続けて頑張る」ことは、人として大切にしなければならないことの１つなのだと感じました。繰り返しにな

りますが、来年度みなさんは、１つ学年が上がります。つまり、新しいことや、ひょっとしたら面倒に思うことも増

えるかもしれません。勉強も難しくなるでしょう。でも、だからといって背伸びしすぎることなく、まずは「当たり

前のことを当たり前に、続けて頑張る」ことが大事なのだと思います。「凡事徹底」を忘れずに、この後も「かしこ

く、ゆたかに、たくましく」大きく成長してほしいと心から願っています。進級おめでとう。


